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１．企業における生成 AI技術の導入、投資共に増加傾向に 

 生成 AI に関するマッキンゼーレポート 2024 によれば、下記図 11に示すように、従

来型 AI の導入と共に、生成 AI の導入も進んでいる。ディープラーニングをはじめと

する従来型 AI は 2017 年以降増加し導入率は 72%に達している。一方 2023 年に公開

された ChatGPT 等による生成 AI も 2024 年度には従来型 AI と同程度の 66%にまで

達している。 

 

        図１ 生成 AI活用割合の推移 

 

 また図 2に示すように、企業のデジタル予算のうち生成 AIに投資する額も年々増加

しており、技術系企業では生成 AI に、5%以上の予算を投資する企業が 50%を超える

までになっている。 

 
1 (出典)マッキンゼーレポート 2024 



 

             図２ 分野別生成 AI投資割合 

 

２．生成 AIに関する特許、論文数も増加傾向に 

 WIPO の Patent Landscape Report2024 によれば下記図３に示すように生成 AI に

関する特許及び論文数が急増している。以前から敵対的生成ネットワーク（GAN）等の

研究はなされていたが、Transformerをベースとする近年の生成 AI技術を用いた特許

及び論文が急増しているのである。 



 

          図 3 生成 AI の特許及び論文数の推移 

 

 また図４に示すように国別でみれば中国の出願が多く次いで米国の出願が多い。 

 

             図４ 国別の特許出願割合 

 



 今後も新たな生成 AI 技術が開発され、世界各国の先進企業から生成 AI 技術を活用

した製品及びサービスが提供されるであろう。自社競争力を高めるには、開発された生

成 AI技術自体に加えて、自社製品及びサービスについて生成 AIを組み込んだ生成 AI

ソリューションについても適切に発明発掘、深堀を行った上で、できるだけ早期に特許

出願していくことが重要となる。 
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最近は特に、生成 AI特許コンサルティングに注力している。 
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